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によって与えられる. Pk(O; n, t)が1に非常に近い場合には,式(2), (6)から
Pkil; n, t)-Pk(n, t)-Pk(O; n, t)






























第6図　M>-10, 〟-1,礼,」-0.0015, e-1の場合(a)およびN0-10, ll-1,んmt-
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